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平成30年度
「我が国の文化芸術フェスティバルの
海外発信に係るシンポジウム運営」

委託業務

実施報告書

平成31年3月29日（金）
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事業計画
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

本事業の目的

我が国の現代美術の海外発信を強化するためには、文化芸術フェスティバルの海外発信力強化が必要不
可欠である。そのため、関係者同士の連携や情報の共有、対外的なネットワーク作りを行うため、シンポジウム
を開催し、関係団体の連携を深め実情に即した課題や対応事例等の抽出や議論を行うとともに、有識者を招
へいし今後の効果的な事業遂行に向けた検討を行う。

事業名称

我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信に係るシンポジウム運営委託業務

主催

文化庁

実施内容

「国際文化芸術発信拠点形成事業」において採択をされている団体同士の連携や情報の共有、対外的な
ネットワーク作りを行うため、シンポジウムを開催し、その成果をまとめ、今後の効果的な事業執行に役立てる。

（１）シンポジウムの運営準備に係る業務
本事業における会場の選定、事業執行に係る経費管理（旅費支払や謝金支払に関する業務を含む）
及び事業実施記録作成、広報等を行うための業務体制を整える。なお、広報等を行う際には文化庁と協
議を行う。
（２）シンポジウムの開催に係る業務
ア シンポジウムの企画
・シンポジウムは３月初旬に開催予定とし、会場は文化庁と協議の上決定する。
・有識者については、提案をもとに文化庁と協議をして決定する。
・シンポジウムの構成について、次の点を盛り込むこと。
(ｱ) 文化芸術フェスティバルの海外発信力強化に関する講演、討議の場を設けること。
(ｲ) 参加団体の本年度の事業についての成果共有を行うこと。
(ｳ) 参加団体同士のネットワーク作りの場を設けること。

イ 有識者との交渉
ウ シンポジウム実施に関する周知に係ること（参加団体との連絡調整、参加者の取りまとめ等）
エ シンポジウムの運営
オ その他必要な課題についての検討

（３）シンポジウムの成果報告書の作成
ア 実施記録（記録写真・記録映像等）の作成
イ 本事業の実施成果をまとめた報告書の作成
ウ 作成した報告書の頒布等

（４）その他
上記に付随する必要な業務



左

3

Ø 事業名称
「平成30年度我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信に係るシンポジウム」

Ø 事業の目的
我が国の現代美術の海外発信を強化するためには、文化芸術フェスティバルの海外発信力強化が必要不可
欠である。そのため、関係者同士の連携や情報の共有、対外的なネットワーク作りを行うため、シンポジウムを開
催し、関係団体の連携を深め実情に即した課題や対応事例等の抽出や議論を行うとともに、有識者を招へいし
今後の効果的な事業遂行に向けた検討を行う。

Ø 日時
2019年3月6日（水）13:30～17:00

Ø 場所
KDDIホール（JR線「東京駅」丸ノ内中央口より徒歩10分）
住所：東京都千代田区大手町1-8-1 ＫＤＤＩ大手町ビル2階
アクセス：東京メトロ千代田線・半蔵門線・東西線「大手町駅」C1出口より直結。

都営地下鉄 三田線「大手町駅」C1出口より直結。
東京メトロ 丸ノ内線「大手町駅」A1出口より徒歩2分。

Ø 主催
文化庁

Ø プログラム案
13:30 シンポジウム開始

第1部 開会挨拶【5～10分】 文化庁参事官 坪田 知広様

13:40 基調講演【30分】
「日本の文化芸術を活用したインバウンド誘致～海外での日本文化発信から学ぶ～」
・CROSSMEDIA 代表取締役社長 丸茂 和博様

14:10 各団体からの活動報告（動画発表）【15～20分】

14:30 パネルディスカッション【60分】
「外国人に向けた効果的な情報発信」
・CROSSMEDIA 代表取締役社長 丸茂 和博様
・公益社団法人鼓童文化財団 専務理事 菅野 敦司様
・All About Japan 編集長 キアラ テルスオロ様
・株式会社じゃぱんじゃぱん 取締役 鈴木 雅人様

15:30 終了

＜ 休憩・配置転換 【30分】 ＞

16:00 第2部 意見交換会（登壇者、メディア関係者とのネットワーキングスペースの提供）
17:00 終了

実施計画
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

シンポジウム「我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信」全体概要
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実施計画
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

会場案内（アクセス）

■会場：KDDIホール
住所：東京都千代田区大手町1-8-1 ＫＤＤＩ大手町ビル2階
アクセス：東京メトロ千代田線・半蔵門線・東西線「大手町駅」C1出口より直結。

都営地下鉄 三田線「大手町駅」C1出口より直結。
東京メトロ 丸ノ内線「大手町駅」A1出口より徒歩2分。
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実施概要
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

実際に配布したチラシ

以下の通り、シンポジウム「我が国の文化芸術フェスティバルにおける海外発信」を行った。
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実施概要
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム
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集客状況
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

参加者数等

シンポジウム「我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信」における参加者等は以下の通りであった。

参加者数

参加者総数：79名（実数）

アンケート回収

アンケート回収総計：15件
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（1）シンポジウムの企画 ①シンポジウムの企画にあたって
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

シンポジウム開催における考え方

本事業は、 「国際文化芸術発信拠点形成事業」において採択をされている団体同士の連携や情報の共有、
対外的なネットワーク作りを行うためにシンポジウムを行うものであり、今後の効果的な事業遂行に向けた検討
を行う機会を提供するものである。
国際文化芸術発信拠点形成事業は、本年度よりスタートした事業であり今後の事業展開においては様々
な議論が必要であるが、下記案のように戦略的な観光客誘致が必要であると考える。
シンポジウムの企画に当たっては、“訪日外国人目線”を常に意識し、お客様目線でフェスティバルの情報発
信・運営が行えるような、参加した団体にとって有益な情報を提供し、今後の「国際文化芸術発信拠点形成
事業」の発展に寄与するものとした。

参加者について

シンポジウムの実施に当たっては、以下の方々を参加対象者に設定し、集客を行った。
参加者数については前述の通りである。
• 平成30年度国際文化芸術発信拠点形成事業における補助事業者
• 自治体関係者
• 芸術文化団体
• 文化庁事業における関連民間企業
• 一般参加者（学生含む）

登壇者について

シンポジウムにおける各プログラムの登壇者は以下の通りであった。
登壇者の選定においては、事業受託者からの推薦を行い、文化庁と協議の上、決定した。

プログラム 所属 氏名

挨拶 文化庁参事官 坪田 知広

基調講演 CROSS MEDIA LTD.
代表取締役社長 丸茂 和博氏

パネルディスカッション

CROSS MEDIA LTD.
代表取締役社長 丸茂 和博氏

公益財団法人鼓童文化財団
専務理事 菅野 敦司氏

All About Japan 編集長 キアラ・テルスオロ氏

株式会社じゃぱんじゃぱん
取締役
★ファシリテーター

鈴木 雅人氏
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丸茂 和博 氏
CROSS MEDIA 社 代表取締役社長

1949年東京都生まれ。立教大学仏文科中退。
ミニコミ紙、ガイドブックなどの出版を経て、1987年、英国で出版社
ＣＲＯＳＳ ＭＥＤＩＡ ＬＴＤ．を設立。ロンドン、パリを中心とする情報ガ
イド「ＲＥＤ ＤＩＲＥＣＴＯＲＹ」シリーズ、日本文化を紹介する英文情報
誌「ＥＡＴ‐ＪＡＰＡＮ」の発行人。
現在、イギリスで年2回行われている『HYPER JAPAN』は丸茂社長の発案に
より、当時イギリスでトレンドになりつつあった日本食と、ヨーロッパ大陸で既にブーム
を 起こしていた日本ポップカルチャーを融合したイベントとして誕生した。

菅野 敦司 氏
公益財団法人 鼓童文化財団 専務理事

鼓童では佐渡を基軸にした活動をこれまで以上に行っていくため、大勢の方々のご
支援のもと、社会教育や地域還元に重点を置いた公益活動を行う「財団法人 鼓童
文化財団」を1997年に設立しました。鼓童の舞台を花にたとえれば、それを支える根
にあたります。各種ワークショップの開催、アース・セレブレーションの企画、図書館や研
修所の運営、芸能に関する調査研究などを実施しています。

2011年11月1日より「公益財団法人 鼓童文化財団」として、新たなスタートをきり
ました。（HP転載）

Chiara Terzuolo（キアラテルスオロ）氏
All About Japan編集長
米国出身。アメリカとイタリアのハーフ。日本在住歴は8年以上。アメリカの大学卒業後、フルブライト奨学金に
て来日し琴・三味線の技術を学び、ロンド大学SOAS音楽学部にて修士号を取得。
私立国際教育機関IE Business School にて日本オフィスを担当。2014年より現地
オプショナルツアー予約サイト大手のベルトラ株式会社にて、コンテンツライターとして
長年従事したのち、日本インバウンドマーケティングマネージャー、アジアとオセアニアマ
ーケティング部長を歴任。
その傍ら、2011年よりライター・エディターとして、日本の魅力を発信するノウハウと実
績を身に付ける。レポーターとしてNHKに出演するなど、テレビメディアへの出演実績も
多数。2018年5月にAll About Japan編集長に就任。

鈴木 雅人 氏
株式会社じゃぱんじゃぱん 取締役 【ファシリテーター】

映画、MV、VPをはじめとする映像業界で、ディレクター・プロデューサー業務に従事し
たのち、外国人向けプロモーション動画制作に携わる。以降、インバウンド需要の拡大
にあわせ、蓄積した経験と知見を活かし、じゃぱんじゃぱん取締役に就任。
現在、外国人YouTuberと共同したプロモーション動画制作実績は2,000本以上にの
ぼる。

（2）有識者との交渉 ②登壇した有識者
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

■パネルディスカッション
テーマ：「インバウンド獲得に向けた効果的な情報発信」
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（3）シンポジウム実施に関する周知に係ること ①シンポジウム実施の告知
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

告知業務

本事業においては、国際文化芸術発信拠点形成事業の補助事業者が有益な海外発信の方法を入手するこ
とを目的にしていることから、参加者募集用にプログラム内容を記載したチラシを作成し、補助事業者への配布を
行った。
告知方法は、文化庁のFacebookページ、文化庁及び弊社の関連する企業や団体へのダイレクトメールによる
広報を行った。

■当日配布したチラシ

■参加者募集告知の様子（文化庁Facebookページより）
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（3）シンポジウム実施に関する周知に係ること ②シンポジウム終了後に行った事業の広報
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

広報業務

■記事広告
シンポジウムの実施報告と事業の周知における記事広告は、全5段サイズモノクロにて展開する。
読売新聞の広告局に在籍する担当者がシンポジウムを取材し、広告として記事掲載する。

掲載日：2019年3月23日（土）
掲載箇所：読売新聞全国版

読売新聞掲載箇所（読売新聞東京版 3月23日（土）
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（3）シンポジウム実施に関する周知に係ること ②シンポジウム終了後に行った事業の広報
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

広報業務

■All About Japan 
【7 Unmissable Art Festivals in Japan】
掲載日：2019年3月28日
URL：https://allabout-japan.com/en/article/7990/

https://allabout-japan.com/en/article/7990/
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（3）シンポジウム実施に関する周知に係ること ②シンポジウム終了後に行った事業の広報
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

広報業務

■All About Japan 
【4 Inspiring Performing Arts Festivals in Japan】
掲載日：2019年3月29日
URL：https://allabout-japan.com/en/article/8038/

https://allabout-japan.com/en/article/8038/
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（3）シンポジウム実施に関する周知に係ること ②シンポジウム終了後に行った事業の広報
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

広報業務

■Japan Objects 
【11 Best Art Festivals in Japan You Should Visit in 2019】
掲載日：2019年3月29日
URL：https://japanobjects.com/features/japan-festivals

https://japanobjects.com/features/japan-festivals
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（2）参加者アンケート結果
3/6 シンポジウム 「我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信」

我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム参加者アンケート

■1 ご回答者について

職種 (複数回答あり)

(N= 16)
選択肢 回答数 割合

オ その他ア 文化庁事業採択団体 5 31.3%
12.5%

イ 自治体職員 9 56.3%
ウ 自治体文化財団 0 0.0%
エ 民間文化芸術団体 0 0.0% ア 文化庁事業採択団体

31.3%オ その他 2 12.5%
無回答 0 0.0% イ 自治体職員

ウ 自治体文化財団
56.3%

0.0%

エ 民間文化芸術団体

0.0%

文化事業の経験年数

(N= 15)
選択肢 回答数 割合 無回答

ア 1年未満 4 26.7% 6.7%
イ 1年～4年 7 46.7%
ウ 5年以上 3 20.0% ア 1年未満ウ 5年以上
エ 未経験 0 0.0% 26.7%20.0%
無回答 1 6.7%

イ 1年～4年

46.7%

エ 未経験

0.0%
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（2）参加者アンケート結果
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

■2 第1部 基調講演の内容、時間等について

(N= 15)
選択肢 回答数 割合

ウ やや不満
ア 満足 3 20.0% 13.3%
イ まあ満足 10 66.7%

ア 満足
ウ やや不満 2 13.3%

20.0%
エ 不満 0 0.0%

エ 不満
オ 不参加 0 0.0%

0.0%
イ まあ満足無回答 0 0.0%

オ 不参加 66.7%
0.0%

無回答

0.0%

選択肢 回答の理由
ア 満足 ・あまり知識のなかった部分を深く伺えたから。

イ まあ満足 ・少し短く、もう少し詳しい内容を話していただけてもよかったのではないかと思いました。
・マンガ、アニメEXPOのロンドンでの活動についての話であり、日本の各地域における文化フェスティバルの
海外発信とは異なる課題も多い。

ウ やや不満

エ 不満

オ 不参加
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（2）参加者アンケート結果
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

■3 第1部 パネルディスカッションの内容、時間等について

(N= 15)
選択肢 回答数 割合 ウ やや不満

6.7%ア 満足 5 33.3%
イ まあ満足 9 60.0%
ウ やや不満 1 6.7% ア 満足
エ 不満 0 0.0% 33.3%
オ 不参加 0 0.0% エ 不満

イ まあ満足
0.0%無回答 0 0.0%

60.0%
オ 不参加

0.0%

無回答

0.0%

選択肢 回答の理由
ア 満足 ・時間に対して内容が濃かった。各登壇者の方が要点を押さえた発言をされていて、同種のイベント・ディスカッション

と比べても素晴らしかった。
・様々な角度から意見をうかがえた。

イ まあ満足 ・色々な方面からのお話が伺えてよかったです。

ウ やや不満 ・従来どおりの内容であった。

エ 不満

オ 不参加
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（2）参加者アンケート結果
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

■4 第2部 意見交換会について

(N= 15)
選択肢 回答数 割合

ア 満足
ア 満足 1 6.7% 6.7%
イ まあ満足 5 33.3%
ウ やや不満 0 0.0%

無回答エ 不満 0 0.0%
33.3% イ まあ満足オ 不参加 4 26.7%

33.3%無回答 5 33.3%

オ 不参加
ウ やや不満 26.7%
0.0%

エ 不満

0.0%

選択肢 回答の理由
ア 満足

イ まあ満足 ・登壇者の方々と名刺交換及びお話ができまして大変有意義でした。ありがとうございました。
・とても参考になった。

ウ やや不満

エ 不満

オ 不参加 ・体調不良のため不参加
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（2）参加者アンケート結果
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

■5 採択事業の報告について

(N= 15)
選択肢 回答数 割合

無回答
ア 参考になった 12 80.0% 13.3%
イ 参考にならなかった 1 6.7%

イ 参考にならなかったウ 見ていない 0 0.0%
6.7%無回答 2 13.3%

ア 参考になった

80.0%

ウ 見ていない

0.0%

選択肢 回答の理由
ア 参考になった ・画像があったのでイメージしやすく、とても分かり易かったです。

・もう少し時間があってもよかった。資料配布を望む。
・後日じっくり調べたいと思います。
・今後、自分の自治体の事業に活かしていきたい。
・これをナレーションの原文付で公開していただけないか？

イ 参考にならなかった ・事業の紹介であり、他団体への参考事例を共有するような内容として作成されている訳でもないため。

ウ 見ていない

無回答
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我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

■6 他の参加者との交流について

(N= 15)
選択肢 回答数 割合 ア 十分できた

ア 十分できた 2 13.3% 13.3%無回答
イ 少しできた 5 33.3%

26.7%
ウ できなかった 4 26.7%
無回答 4 26.7%

イ 少しできた

33.3%
ウ できなかった

26.7%

■7 海外発信について

(1) 文化芸術フェスティバルを海外に向けて発信する際のお悩みがあれば記載してください。

コメント
・つながりのある狭い範囲でしかできておらず、更なる誘客促進を行いたい。
・やらなくてはならないこと、やりたいことはたくさんあるが、何から始めてどう進めていくのか全体像がイメージしにくい。
・海外への発信方法
・海外の方々がどういうものに興味を持っているのか →マーケティング方法
・多言語対応の方法
・海外発信の具体的な方法
・基調講演の中で、ヨーロッパへの発信は英国から、現地にアピールするなら各団体・企業が団結すべきと強調されていたが、現在のところ個々での発信に任せる

ばかりで、講演者の言葉を借りれば「非効率」の状況である。日本としてアピールするには国(文化庁)がリードし、海外発信していくのであれば期待できる。
・海外発信に向けてどうすれば効果が上がるか。
・2020に各地で同時多発的にフェスがあるはずだが、なかなか訪日外国人は来ないと思われる。各地をまわりたくなる仕組み(事業)を構築していただきたい。
(これは文化庁か都か組織にしかできない。) 2019年に多摩地域で実証実験いただけないか？
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（2）参加者アンケート結果
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

(2) 上記課題に対して、本日の話は参考になりましたか。

(N= 15)
選択肢 回答数 割合

ア 参考になった 6 40.0%
イ 参考にならなかった 2 13.3%
無回答 7 46.7%

ア 参考になった無回答

40.0%46.7%

イ 参考にならなかった

13.3%

選択肢 コメント
ア 参考になった ・SNSやインフルエンサー、YouTuberなど、海外の人が実際にフェスティバル等を体験してもらい、生の声を

発信してもらうこと。
・無理に相手に合わせなくても良いが、シンプルな英語は必要。

イ 参考にならなかった ・話題がマッチングしなかった。

無回答
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（2）参加者アンケート結果
我が国の文化芸術フェスティバルの海外発信シンポジウム

■8 シンポジウムによって、新たに感じた課題や得られたものがあれば記載してください。

（コメント）
・「体験を重視」という点で、現在目指している方向性にマッチしているので、自身を持って取り組みたいと感じた。
・何かを体験、つながることが大事。
・写真や動画はしっかり撮ること。
・日本人にしかできないことをやる。

■9 今後、扱ってほしい課題等があれば記載してください。

（コメント）
・海外発信に参考となる具体的な手法やサポートについて情報提供をしてもらいたい。
・実験的な話
・Nippon Fes等の文化プログラムのFesに向けて、より内容の濃い専門的な話

■10 ご意見・ご感想

（コメント）
・ビエンナーレの取り組みでも、イベントの無い年度もイベント年の準備経費も支援対象にしてほしい。
・Beyond 2020のより積極的な周知
・小さな取り組みへの補助金 (重複OKのもの)
・文化イベントにおけるD＆I (多言語対応なども含む）
・区市町村への積極的な依頼文と説明文 (市長や幹部は理解が全体足りていなく、チャンスと思えていない。)
・今日、Beyond 2020の事例案やヒントを配ると良かったのでは？ (アンケート回答すると貰えるとか。)
・会場もBeyondののぼりなど、文化庁が積極的な姿勢を見せてほしい。


